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はじめに

自然が豊かな秋田県には、多くのツキノワグマが生息しています。
また、山菜・キノコ採り文化やマタギ文化など、
私たちは古くから自然を身近に感じ、
自然の恵みをいただきながら、
自然と適度な距離感を持って暮らしてきました。

しかし、近年は私たちの暮らし方の変化に伴い、
人と自然との関わりが減ってきたことで
クマとの距離感が大きく変わってきました。
今や、クマが私たちの日常生活に侵入するようになり、
大きな問題となっています。

こうした中、これからも私たちがこの地域で
よりよく暮らしていくために、
秋田県では人とクマとの棲み分けを目指して
さまざまなことに取り組んでいます。

しかし、地域の暮らしを守るには、
行政だけでなく県民一人ひとりの力が不可欠です。
この冊子では、秋田県の取組とともに、
県民一人ひとりができることを紹介します。

これからのクマとの付き合い方を考えることは、
これからの私たちの暮らし方を考えることにほかなりません。
「これから」をともに考え、それぞれができることを
ひとつひとつ実行に移していきましょう。
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秋田県のツキノワグマ

秋田県では、人口減少や高齢化により廃集落となった地域や、耕作をやめ
てしまった農地、草刈りなどの手入れが行き届かなくなった場所が増えるな
ど、人の活動が縮小するにつれて、クマの分布が拡大しています（左下図）。

分布の拡大:とおくのクマからとなりのクマへ

出没のカギは 食べもの と 移動ルート

▲クマの分布
左:2007年時点、右:2025年時点
クマの分布域を着色しています（グ
レー、ピンク、黄）。20年弱の期間に、
ほぼ全県域にクマの分布が拡大したこ
とが分かります。

人の生活圏には農作物だけでなく、サクラやクワなどの実、コンポス
トや米ぬかなど、クマにとって魅力的な食べものがたくさんあり、クマ
が出没する要因のひとつになっています。

また、クマは人目につかないよう、ヤブなどに身を隠しながら移動し
ています。河畔林やヤブ化した耕作放棄地など、移動ルートがあちこち
にある現在、クマは比較的簡単に人の生活圏内部まで入り込むことがで
きるようになっています。

クマとの距離が近くなっ
た結果、散歩中や農作業中
など、日常生活の中での人
身事故が近年増えてきまし
た（右図）。

かつては主に山に入る人
や山あいに住む人だけがク
マに気を付けていれば良
かったかもしれませんが、
今は誰もが日常生活の中で
クマへの注意・対策をする
必要があります。

▲ センサーカメラで撮影された画像

▲ クマによる人身事故件数と事故発生場所
の推移

山林内での事故は大きな増減傾向はありま
せんが、人の生活圏での事故は2010年代か
ら増加しています。

1980年代 1990年代 2000年代 2010年代

さらに、薪炭利用の減少や狩
猟者の減少、農業の大規模粗放
化といった、私たちの生活・産
業の変化により、人の出入りの
少なくなった里山や農地が増え
ているほか、クリなどの実のな
る庭木が放置されるなど、クマ
が人の生活圏に近付いたり侵入
しやすい状況が生まれています。
その結果、人とクマの生活空間
が近接する、あるいは重なり合
うようになってきました（例:
下写真）。



秋田県のクマ管理の考え方

里では里の、山では山のルール

山菜・キノコ採り文化やマタギ文化に代表されるように、豊かな
自然と関わり合いながら生きてきた秋田県にとって、ツキノワグマ
はその自然や文化を構成する重要な生きものです。

一方で、人の生活圏へのクマの出没や、人身事故・農作物被害は
防がなければなりません。

秋田県では、人とクマが棲み分けながら、お互いが衝突せずに暮
らしていくことを目指しています。

クマとの向き合い方を見つめなおし、時代に合わせた新たな関係
性を再構築するため、2020年に秋田県野生鳥獣管理共生ビジョンを
作りました。このビジョンで示した以下の理念や方針をベースに、
クマとの棲み分けを目指した取組を進めていきます。

秋田県ツキノワグマ管理計画

ビジョンを踏まえた具体的な取組については、３～５年に一度改定す
る「秋田県第二種鳥獣管理計画（ツキノワグマ）」に記載しています。

被害防除と捕獲、クマの生態や対策に関する正しい知識の普及啓発な
どを組み合わせながら、計画的にさまざまな取組を行っていきます。

地域社会が結束して、
人とクマが棲み分けしながら共に歩む秋田を目指す
～里では里の、山では山のルールを守る関係～

基本理念

基本方針
 人の生活圏にクマを近づけない
 人の生活圏で危害を及ぼすクマは管理する
 奥山ではマタギ文化などを踏まえ、クマが人の

生活圏へ侵出する抑止力として狩猟行為を行う
 クマが山で暮らす生息地を維持・管理する

また、クマの生息を担保しながら、人身事故や農作物被害などの
人とのあつれきを軽減していくため、「防除・排除地域」
「緩衝地域」「コア生息地域」「管理強化ゾーン」を
設定し、それぞれの地域区分に
応じた取組を行います。

取組の考え方・概要

① そもそも出没させない、被害を発生させない
② 出没に備える・出没した場合に対応する
③ 人身事故が発生した場合は調査し、再発を防ぐ
④ 適切に捕獲を実施する・捕獲の仕組みを整える
⑤ その他:各種取組を実行する体制を整備する

個体群動態や被害状況のモニタリングを行う など

コア生息地域
クマの本来の
生息地。原則
として有害鳥
獣捕獲は実施
しません。

防除・排除地域
住宅地や農地など、人が日常
生活の中で利用する地域。ク
マを侵入させない・寄せ付け
ないための対策を行うほか、
侵入した個体は排除します。

緩衝地域
防除・排除地域とコア生息地域の中間。
市街地と近接する場所など、クマが定
着すると出没や事故のリスクが高まる
と考えられるエリアを管理強化ゾーン
とし、対策を重点的に行います。



① 出没させない・被害を発生させない

② 出没に備える・対応する

③ 事故が発生したら秋田県の取組

事故分析からわかってきたこと

 対策支援 地域の方々とともに出没箇所を確
認したり、集落を点検したりしながら、出没
の要因を洗い出し、対策の助言を行っていま
す。また、農地等への電気柵の設置指導・支
援を行っています。

 市街地出没想定訓練 クマの市街地出没を想定した対応訓練の支援
を行っています。対応にあたる市町村や警察署など関係機関同士の
顔の見える関係づくりにも貢献しています。

 出没対応支援 実際に市街地出没が発生した
場合、必要に応じて現場で対応支援を行って
います。

 現場検証・事故分析 事故現場を確認する
ほか、可能な限り被害者から状況の聞き取
りを行うことで、どのような事故だったの
か、今後同様の事故を防ぐためにどうすれ
ば良いのか、分析をしています。

 情報発信 分析結果をまとめ、県公式ウェブサイトで公表していま
す（裏表紙のQRコードからご覧になれます） 。また、実例を元に、
事故を防ぐための方法等について普及に努めています。

ほとんどの事故で、被害者は静かに行動していてクマ
と鉢合わせしていました。つまり、「音を立てていたの
にクマと会った・クマが音に寄ってきた」わけではない
ということです。

むしろ「いつもはラジオを持っていたがその日は忘れ
て…」「しばらくクマの目撃がなかったので鈴をつける
のをやめていて…」という証言がし
ばしば聞かれます。普段音を立てて
いたことで、それまでは事故を防げ
ていた可能性があります。音を立て
て人の存在をアピールすることは
「きほんのき」。しっかり事故を防
ぎましょう!

 各種研修 地域密着の対策を行えるよう、市町村等の職員を対象と
した対策知識・技術に関する研修を行っています。

 普及啓発 県庁出前講座やSNS、各種メディアなどを活用し、クマ
の生態や対策に関する正しい知識の普及に努めています。

 緩衝帯整備事業 刈払いによりクマが身を隠せる場所をなくし、ク
マが出てきづらい環境を創出します。

集落点検
出没箇所やクマの来そうな
場所を確認し、対策を考えます。

出没対応支援
市町村職員や警察の方々に対応方針の提案・助言
を行ったり、追い払いなどの対応を支援します。

▲現場検証
事故現場の状況を確認し、
対策を考えます。



④ 捕獲に関すること

 狩猟期間の延⾧ 銃を持ってクマを追う捕獲活動は、捕獲従事者
が一帯を歩き回るため、クマが人の気配を感じたり、人からのプ
レッシャーを受ける機会になります。クマに人への警戒心を持た
せる効果を期待し、毎年11月15日開始だったクマの狩猟期間を、
11月1日開始に変更しています（2020年～）。

 有害鳥獣捕獲 人とクマとの棲み分けを実現するため、防除・排
除地域へ出没する個体は排除する必要があります。ヤブの刈り払
いや農地への電気柵の設置など、被害防除に取り組むことを前提
としつつ、必要に応じて捕獲を行います。

 捕獲の担い手確保・育成 捕獲の担い手を確保するため、狩猟の
魅力を広く県民に伝えるフォーラムの開催や、新規に狩猟免許と

▲秋田県のクマ捕獲数 さまざまな取組によって、近年は非常に捕獲頭数が伸
びていますが、捕獲だけではなく、防除などと組み合わせた対策が重要です。

 体制整備 各種取組を下支え・推
進する体制として、県自然保護課
内にツキノワグマ被害対策支援セ
ンターを設置しています（2020
年～）。また、市町村や警察等の
関係機関との連携も深めています。

 棲み分けを実現するための新しい手法の研究
人の生活圏とクマの分布域が隣接、ときには
重複している状況を改善し、両者の間に適切
な距離をとるため、人の生活圏周辺での捕獲
のあり方や犬の活用、人の生活圏への侵入
ルートの特定やその遮断など、さまざまな手
法を研究しています。

クマの数のはなし

秋田県では⾧らく簡易的な計算によりクマの生息数を
約1,000頭と推定してきました。しかし、精度の高い統
計手法を新たに用いたところ、2020年4月時点で2,800
～6,000（中間値:4,400）頭と推定されました。

精度の高い推定手法に切り替えたことによって、私た
ちが思っていたよりもずっと多くのクマが生息していた
ことが明らかとなりました。

⑤ その他
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銃を取得する人に対する資金的支援、新人狩猟者を
対象とした捕獲技術講習などを行っています。 3,723

2,334

 モニタリング クマの生息動向（増減傾向）をモニタリングしな
がら、各種取組を進めていきます。



一人ひとりのクマ対策

STEP１ クマを知る
クマを知ることは、対策の第一歩。

クマを正しく知ることで、とるべき行
動や”やってはいけない”こと、身を守
る方法がわかってきます。

● 見通しをよく!
家のまわりや通学路など、気になる場所のヤブを刈
払って見通しを確保し、クマと鉢合わせしづらい・
クマが出てきづらい環境づくりをしましょう。

● 農作物や米ぬかなどを野外に放置しない!
農作物や米ぬか、食品に関連するゴミ（生ゴミ、ビン・カン・ペット

ボトル）などはクマにとって魅力的なもの。一度のオイシイ経験で、何
度も農地や集落に通うようになります。農地は電気柵でしっかり守り、
米ぬかやゴミはなどは野外に放置せず物置の中などにしまいましょう。

● 山にごみを捨てない!
山でポイ捨てしたゴミから、クマが人と

食べものを結び付けて覚えてしまう可能性
があります。食べものを求めてクマが人に
寄ってくることを避けるため、ゴミはきち
んと持ち帰りましょう。

クリやカキなど実のなる木もクマを集落に呼び寄せます。クマが木に
登れないよう幹にトタンを巻き、地面に落ちた実はこまめに回収する、
収穫しやすい高さに剪定する、管理しやすい本数まで減らして電気柵で
囲うなどの対策を行いましょう。

STEP３ 伝える・共有する
クマやその対策に関する正しい情報をまわりの人と共有しましょう。
また、山でクマに荷物をとられた・後をつけられた、集落でクマを

目撃した──そんなときは市町村もしくは警察に通報するとともに、
必ずまわりの人と情報共有し、お互いに注意しあいましょう。

情報共有にご活用ください!
「クマダス」
県では、クマの出没・人身事故情
報をマップ上で確認できるシステ
ム「クマダス」を運用しています。
どなたでも情報の確認・投稿がで
きます。ユーザー登録すると、情
報がメールで届きます。秋田県公
式LINEを通じて通知を受け取る
ことも可能です。

STEP２ クマの対策を知る
集落への出没や人身事故、農作物被害を防

ぐための正しい知識を持ちましょう。

● 実のなる木を管理する!

車庫や物置は、クマが人目を避けて隠れるにはうってつけ。クマが入
り込まないよう、出入口は開けっぱなしにしないよう心がけましょう。

● 車庫や物置などの出入口をこまめに閉める!



Q 集落の中にもっとわなをかけたら良いのでは?
A 集落の中にわなをかけるのは難しいです。

わなの中にはハチミツなどクマをおびき寄せるためのエサを入れる
ので、かえって集落にクマを集めてしまう可能性があるからです。
また、住宅の多い場所では、わなで捕獲したクマを銃（麻酔銃を含
む）で撃つことも原則としてできません。

Q 駆除ではなく追い払えないの?
A 可能であれば追い払いますが、クマから攻撃を受ける危険性があ

るほか、うまく山まで誘導することが困難な場合もあります。ま
た、追い払ったクマが遠くまで逃げたかどうか、山の中まで追跡
して確かめることは難しいため、地域には不安が残ります。駆除
か追い払いか、状況に応じて判断して対応しています。

Q 人が山を開発したから、クマが山で生活できなくなり、人の生活
圏にやむを得ず出てきているのでは?

● 音を出す!山でも里でも!
山菜採りなどで森やヤブに入るとき、

集落内の見通しの悪い所を通ったり近
くで作業をするとき、クマとの鉢合わせを防ぐため、音を立てましょう。

● ゆっくり後ずさり
クマの動きを見ながらゆっくり後ずさりをして、クマとの距離をと

りましょう。背中を見せたり走って逃げたりすると、クマの攻撃を誘
発してしまうことがあります。

● 避難する・クマとの間に遮蔽物を挟む
近くに車や建物などがあれば避難しましょう。避難できる場所がな

ければ、クマと自分との間に木や岩（山の中の場合）、電柱や塀（集
落の場合）などを挟みましょう。攻撃を受けづらくなります。

● クマ撃退スプレーを使う・防御姿勢をとる
万が一攻撃を受けそうになった場合、クマ撃退スプレー*を持って

いれば迷わず噴射しましょう。

＊クマ撃退スプレー
強力な唐辛子スプレー。ホームセン
ターやアウトドアショップ、イン
ターネット販売で入手できます。

スプレーが無かったり、噴射が間に合わないなど
の場合は、両手を首の後ろで組んで顔を伏せる姿勢
（右写真）をとりましょう。頭部や頸部への致命傷
や顔面の大ケガを防ぐポーズです。
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もっと知りたい方はこちら!

A 秋田県では過去
30年間、天然林
の 面 積 は ほ ぼ 変
わっていません。
大きく変わってき
たのはクマの分布
域（p.1）です。

出典:秋田県農林水産部「秋田県林業統計」

秋田県の森林面積（km2）
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人工林

1991   1999   2004   2009   2014  2019

Q ＆ A

秋田県公式ウェブサイト美の国秋田ネット
「クマに関するよくあるご意見・ご質問」


